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中央本部は２０２４年５月１０日に、「鹿児島本線天拝山駅で発生した事象に対する申入れ」について会社

と専門協議会を行い、原因及び今後の再発防止策について協議した。協議内容は以下のとおりであるが、

最近、駅や高架橋などからの落下事象が続いており、防止対策はより一層の強化が求められている。 

 

＜要求内容と回答＞ 

 

 

＜主な協議内容（抜粋）＞ 

組） 今回の概況及び原因について明らかにされたい。 

会） 下地木材の経年劣化により、跨線橋外壁材が落下したものと想定している。当日は夜間を含め緊急

点検を行い、運休列車５１本、遅延１９本、最大で８１分の遅延が発生した。 

組） 当該駅の点検履歴等について明らかにされたい。 

会） ２０１９年３月に同種事象が発生しており、その際は緊急点検を実施し、追加ビスの増し打ちを行って

いる。その後も定期的に検査を行っていたが、異常を発見できなかった。 

組） 今後の対策について具体的に明らかにされたい。 

会） 施工から３５年が経過しており、同種箇所（九州内で６８駅）の点検及び、劣化部へのビスの増し打ち

を行っていく。また、下地材の健全度確認も必要と考えており、ファイバースコープなどを用いて壁材

内部の点検実施も検討している。 

要 求 内 容 回   答 

１．今回の事象の発生状況について、

具体的に明らかにされたい。 

１．２０２４年４月２日１７時２７分頃、鹿児島本線天拝山駅において、跨線

橋の外壁材が剥落し 4145Ｍ列車と衝撃し、飛散した外壁材の一部

がホームで列車をお待ちのお客さまに接触したものである。 

２．今回の事象に対する会社の見解

を明らかにされたい。 

２．極めて重大なものであり、同種事象の再発防止等への取組みを実施

していかなければならないと考えている。 

３．当該駅の点検履歴について明ら

かにされたい。 

３．２０２２年６月２０日に通常全般検査、２０２３年７月３１日に繁忙期前

点検を実施している。 

４．想定される原因について明らか

にされたい。 

４．跨線橋外壁下地材の経年劣化等により、固定ビスの支持能力が低下

したことで、跨線橋外壁材が落下したと想定される。 

５．再発防止に向けた対策を明らか

にされたい。 

５．同種事象の再発防止のために、必要な対策を実施していくことにな

る。 
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